
令和３年４月１６日

■問い合わせ先

●国土交通省 中国地方整備局 浜田河川国道事務所

副所長（事務） 日原 洋晶

（式典担当）総 務 課 長 正木 賢治

（広報担当）調査設計課長 花田 憲治

ＴＥＬ：（０８５５）２２－２４８０（代表） ＦＡＸ（０８５５）２３－５０２３（代表)

まさき けんじ

日 時：令和３年５月１６日（日） １４：００～
場 所：都治地域コミュニティ交流センター＜島根県江津市後地町829-1＞
主 催：国土交通省中国地方整備局浜田河川国道事務所・島根県・

大田市・江津市
内 容：来賓祝辞、事業概要説明

※別紙-2「起工式 会場位置図」
※別紙-3「山陰道の概要・必要性」
※別紙-4「山陰道福光・浅利道路の概要・必要性」

【その他】
・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、座席の間隔を開ける、
マスクの着用、会場入室前の手指消毒等、必要な対策を講じます。

・取材を希望される方は、別紙－１取材申し込みFAX表にて、事前にお申し込み下さい。

資料提供先

島 根 県 政 記 者 会
大 田 記 者 ク ラ ブ
江 津 記 者 ク ラ ブ
浜 田 記 者 ク ラ ブ
益 田 記 者 ク ラ ブ

にちはら ひろまさ

はなだ けんじ

浜田河川国道事務所

山陰道（福光・浅利道路）起工式を開催
ふくみつ あさり

つち



国土交通省浜田河川国道事務所総務課

ＦＡＸ（０８５５）２３－５０２３

■報道機関名

氏名① ：

氏名② ：

氏名③ ：

車両台数： 台 ※なるべく乗り合わせて来場ください。

※１つの報道機関で、複数名取材を申し込まれる方は全ての方のご氏名を記載ください。

■連絡先

電話番号： （当日連絡がつく番号）

ＦＡＸ番号：

E-mail ：

本書を送付されましたら浜田河川国道事務所総務課まで電話をいただくようお願いします。

ＴＥＬ（０８５５）２２－２４８０

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、下記の点についてご留意ください。
1. 人と人との距離の確保（約２ｍ）
2. マスクの着用
3. 会場入室前の手指消毒の実施
4. 発熱等、風邪の症状が見られる場合などは、来場をご遠慮ください
5. 取材及び傍聴の方の身分証明のお願い



山陰道（木与防災、俵山・豊田道路） 起工式会場位置図

＜式典会場＞

令和３年５月１６日（日）

【受付時間１３：３０ 開始１４：００】

都治地域コミュニティ交流センター

（島根県江津市後地町８２９－１）

別紙-２

起工式会場 位置図

式典会場周辺

起工式 会場位置図 別紙-2

作成中

起工式会場 拡大図

出典：国土地理院「地理院図（電子国土Web）」
加工：浜田河川国道事務所
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ふくみつ あさり

鳥取県

島根県

広島県

Ｎ

山口県

R6年度
開通予定※1

(2/4車線)

※1  トンネル工事・大規模橋梁工事・大規模法面対策工事等が順調に進捗した場合
※2 浅利～江津間は当面現道（国道・県道）を活用することとしている

R6年度
開通予定※1

(2/4車線)

R5年度
開通予定
(2/4車線)

R5年度
開通予定
(2/4車線)

R7年度
開通予定※1

(2/4車線)

国道１９１号

益田西道路

延長 9.1km

ますだ にし

※3 事業中箇所のIC名称は仮称

国道１９１号

益田・田万川道路

延長 7.1km

（うち島根県内

延長 4.5km）

ますだ たまがわ

R3新規

山陰道

（米子西IC～安来IC）

延長 6.6km

４車線化事業

よなごにし やすぎ

R3新規

【NEXCO】

R3年度
工事着手

島根県の山陰道の概要 別紙-3



【機密性２情報】

●山陰道の整備により、日本海側の主要都市間の所用時間が短縮し、相互の地域間交流の活性化、人流・物流・産業の活性化等によ
る地域経済の発展が期待されます。

山陰道の必要性 別紙-3



【機密性２情報】

■中国地方を周遊する主な観光ツアーの状況 ■島根県内の観光入込客数の推移（H15=1.0）

島根県東部

島根県西部

玉造温泉

松江城山公園

出雲大社

石見銀山

津和野
（太鼓谷稲成神社）

石見海浜公園

広島方面
（岡山県、広島県、四国）

山口方面
（島根県西部、山口県）

N

鳥取方面
（鳥取県、近畿）

尾
道
松
江
線

三瓶山

日御碕

島根ワイナリー

E9

E9

E54

E74

E2A

山陰道

その他の高規格幹線道路

島根県東部エリア

島根県西部エリア

観光拠点

山陰道（事業中）

山陰道（計画区間）

鳥取方面とのツアー数
１１件

広島方面とのツアー数
１２件

山口方面とのツアー数
５件

資料：JTBのHPより、H29.8末時点でのバスツアー募集件数をカウント
近畿以東から島根県東部の観光地を経由するバスツアーを対象。

近畿以東
発着

今回開通区間

世界遺産 石見銀山

H23：約50万人 → H30：25万人
観光入込客数

出雲大社

観光入込客数
H23：約248万人→H30：約591万人

観光入込客数
H23：約30万人 → H30：42万人

松江城

資料：島根県観光動態調査
※島根県東部：松江地域・安来地域・雲南地域・出雲地域

島根県西部：大田地域・浜田地域・益田地域

■島根県を巡る観光客の所在地（H30）
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県西部は減少傾向

・出雲大社平成の大遷宮
・松江道全線開通

25% 28%

54%
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2% 4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

四国

九州

近畿以東

中国

島根
島根県東部

約296万人

島根県西部

約59万人

＜近畿からの入込客数＞

※各市町の入込客数に、アンケートの住所
に「近畿」と回答した人の割合を乗じて算出

資料：島根県観光動態調査「観光地点アンケート調査結果 日帰り・宿泊合計」

近畿以東からが約3割

島根県西部 島根県東部

近畿からの観光客のうち
西部を訪れたのは2割

山陰道の必要性
●尾道松江線の整備等により、県東部の観光入り込み客数は大幅に増加している一方、県西部は東西方面の周遊性が悪く、観光ツアー
数が少なく、県西部の観光入り込み客数は減少傾向です。

●山陰道の整備により広域周遊観光が確保され、観光客や周遊観光ツアーの増加が期待されます。

山陰道の必要性 別紙-3

グラントワ



【機密性２情報】

機能する高速道路の多重ネットワーク
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交通量観測データの速報値（大型車）

豪雨前：H29.7の日曜日平均値
（○台/24ｈ）

豪雨時：H30.7.8（日）の日交通量
（○台/24ｈ）

凡 例

：一般道 ：高速道路

× ：H30.7.8（日）17時時点の通行止め区間
（ＮＥＸＣＯ，国道交通省ＨＰより参照）

道路凡例

高規格幹線道路
（併用中）

高規格幹線道路
（未整備区間）

高規格幹線道路
（事業中）

直轄国道
1 19
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高速道路が不通になった時の国道9号

山陰道の必要性
●平成30年7月豪雨において、中国自動車道と山陽自動車道が同時に通行止めとなり、山陰側が重要な代替路として機能しました。

●一方で山陰道未整備区間では、交通量の増加により渋滞が発生しました。

●山陰道の整備により、昨今、頻発する災害時にも強い道路ネットワークが形成されます。

平成30年7月豪雨時の交通量の状況

山陰道の必要性 別紙-3



【機密性２情報】

計画概要 標準断面図

ごうつ まつかわちょう かみかわど

ふくみつ あさり

おおだ ゆのつちょう ふくみつ

土 工 部

路 線 名 一般国道９号 福光・浅利道路

起 終 点
起点 ： 島根県大田市温泉津町福光

終点 ： 島根県江津市松川町上河戸

計 画 延 長 ６．５ｋｍ

計 画 交 通 量 １５，５００～１５，８００台／日

道 路 の 規 格 第１種第３級

設 計 速 度 ８０ｋｍ／ｈ

車 線 数 暫定２車線

橋 梁 部

（令和２年度末現在）

ふくみつ あさり

福光・浅利道路

用地
87％

（面積比）

工事 8％

全体 15％

至

山
口
市

至

松
江
市

12,037台/日【2車線】

6,127台/日【2車線】 11,291台/日【2車線】

7,491台/日【2車線】

8,417台/日【2車線】

江津道路 福光・浅利道路 延長6.5㎞ 仁摩･温泉津道路

（開通済）（開通済）
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※交通量：平成27年道路交通センサス 江津地域拠点工業団地

江津バイパス

i＝6.0%

R＝100
i＝5.62%

i＝6.0%

ふくみつ あさり

計画概要図

事業の進捗状況

●福光・浅利道路は企業進出の促進、港湾アクセスの強化、救急医療施設アクセスの強化を目的とした延長６．５ｋｍの道路です。

山陰道 福光・浅利道路の概要 別紙-4



【機密性２情報】

7
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H27 H28 H29 H30

【救急医療の現状】
・県の東西を結ぶ高速道路は脆弱であることや、ドクターヘリの運

航条件も厳しいことから、万全な搬送体制とはいえず、県民が安
心して子どもを産み育てる環境を維持するためにも早期開通を
要望します。 （H31.2 周産期医療協議会）

H28・4 島根大学医学部附属病院
高度外傷センター開設

搬送が
増加傾向

（件/年） ※浜田消防管内からの搬送件数

（資料/浜田消防本部提供）

福光・浅利道路

大田・仁摩間

出雲・多伎間

９

島根大学医学部附属病院

島根県立中央病院

【島根県西部（注の60分圏域人口※】

※ 人口はH27国勢調査メッシュ人口に基づく

（注 浜田市、江津市、大田市、川本町、美郷町

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0
8.0

約6.4
万人

約1.0万人
増加

（万人）

福光・浅利道路
整備後

福光・浅利道路
整備前

浜田消防本部

：福光・浅利道路整備前の60分圏域

：福光・浅利道路整備後に追加される60分圏域
≪道路ネットワーク≫

整備前 ： 出雲・多伎間、大田・仁摩間 整備後、 福光・浅利間 整備前の道路網
整備後 ： 出雲・多伎間、大田・仁摩間、 福光・浅利間 整備後の道路網

≪速度条件≫ Ｈ27センサス規制速度。その他H27以降に開通した道路の設定速度
は規制速度で算出。開通予定の山陰道は70km/hで設定

９

（資料/益田消防本部の救急搬送実績(R元.8)）

山陰道未整備区間は、横揺れが大きい

浅利
渡津線

国道9号
（石見福光-浅利間）

山陰道
江津道路

山陰道
仁摩・

温泉津道路

山陰道
多伎・朝山道路
朝山・大田道路

国道9号
（大田-仁摩間）

国道9号
（出雲-多伎間）

救急搬送時における区間毎の横揺れの状況

約6.4
万人

約1.0
万人

【関係者の声】
・島根大学医学部附属病院内に「高度外傷センター」が

開設されたので、交通事故などの重傷患者の長距離
搬送回数が増えた。

・振動による、患者症状の悪化が課題である。

（R元.9 浜田市消防本部ヒアリング結果）

島根大学医学部附属病院への搬送件数※ 島根大学医学部附属からの６０分圏域

山陰道 福光・浅利道路の必要性（現状の課題）

●島根県西部では、高度外傷や周産期医療など、浜田医療センターでは対応していない治療が必要な患者は、出雲市の３次救急医療
機関への広域搬送を余儀なくされているが、60分で到達できない地域が広く存在しています。

●福光・浅利道路の整備により、搬送時間の短縮や現道の横揺れの大きい区間が回避され、搬送時の患者の負担の軽減が期待されます。

車
両
の
横
揺
れ

別紙-4



【機密性２情報】山陰道 福光・浅利道路の必要性（現状の課題）

当該路線の整備により、高速交通ネットワークが形成され、
物流活動の支援や、国際・国内貿易の促進が期待される

浜

田

港
約 18分
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が山陰道（浜田・
三隅道路）と直結
することとなり、
港湾へのアクセス
が強化されている。

浜田港

山陰道の整備による浜田港とのアクセス強化

（H27道路交通センサスより算出）

▼浜田港と山陰道の直結による機能強化

銑鉄鋳物の都道府県別
生産量（上位5県）

浜田港
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出雲・湖陵
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湖陵・多伎
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：島根県における代表する銑鉄鋳物製造業

（島根県銑鉄鋳物工業組合加盟企業の生産拠点）

（資料/（一社）日本鋳造協会 令和元年）
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（資料/中国地方整備局「港湾調査 港湾統計港湾取扱貨物量等の現況」）

増加傾向

TEU：20フィートで換算したコンテナ個数

（千TEU）

【関係者の声】
・アクセスルートが国道９号１本しかないことは、港の利用が敬
遠される理由となる。
・山陰道の整備により、リードタイムの短縮や輸送コストの削減
が進めば、利用企業の増加、ひいては定期航路の拡大につなが
り、さらなる利用促進が期待できる。 （浜田港振興会ヒアリング結果）

浜田市

江津市

益田市

広島県
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【凡例】

浜田港周辺市町との貨物流動

その他地域との貨物流動
３７４ F/T

４０７F/T

出雲市
以東

大田市

１，７８６ F/T
※F/T（フレートトン）：貨物運賃計算の基礎となる

貨物の単位。
重量建、容積建のうち大きいものをフレートトンとして
採用する。

（資料/H25コンテナ流動調査）

輸入・輸出

※1：R2.4時点の道路網により算出
※2：R2現在の山陰道事業中区間が開通した道路網により算出

未開通区間は規制速度により算出

●重要港湾浜田港では、県内唯一の国際貿易港として、国際コンテナ輸出入が行われており、近年取引数は増加傾向にあります。

●更に浜田港から輸入された鋳物原料は、生産量全国３位を誇る島根県内有数の基幹産業である銑鉄鋳物産業が集中する島根県東
部への運搬が行われており、福光・浅利道路の整備により、浜田港からの所要時間が短縮され、物流活動の支援や国際・国内貿易の
促進が期待されます。
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【機密性２情報】
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企業進出に伴い
追加造成！

●江津地域拠点工業団地では、山陰道等の開通目標公表とともに開発ニーズが高まり、追加造成しています。

●福光・浅利道路をはじめとした山陰道のネットワーク化により更なる企業の進出が期待され、若手世代の雇用創出にも貢献が期待されま
す。

江津地域拠点工業団地

〈自治体の声〉

・工業団地への問い合わせ

状況等を踏まえ追加造成

に着手している。

・高速道路のアクセス性の
良さも進出決定の一要因
である。

〈進出企業の声〉

（H29.9 市役所ヒアリング）

（R元.11 企業ヒアリング）

関係者の声

凡 例
現造成
追加造成

H31.3 撮影

（資料/江津市役所商工観光課）

江津市の新卒者市内就職率

企業進出が
地域若手世代の
雇用創出に貢献!

近年増加傾向
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江津地域拠点工業団地の企業数の推移

計画段階評価で福光江津間
の対応方針選定（Ｈ25.7）

福光～浅利間
都市計画決定
（Ｈ27.9）

（資料/島根県企業局）

一般県道浅利渡津線
の供用（Ｈ31.3）一般県道浅利渡津線の

供用目標を公表
（Ｈ26.11）

静間・仁摩道路等
の供用目標公表
（Ｈ31.12）
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